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北海道地方における陸棲貧毛類の調査報告 Ⅱ
－道南東部で採集された種類と分布－

上  平  幸  好

Earthworms from the southeastern part of Hokkaido district, Japan, together 
with the consideration of their geographical distribution

Yukiyoshi KAMIHIRA

 はじめに
　北海道南東部は日高・十勝・釧路・根室の 4
地区により構成される。この地域で過去に行われ
た陸棲貧毛類の研究としては、小林による厚岸
産の種の記載 1)、Ito et al . による大黒島からの出
現種の記載 2)、山口が協力した北海道開発局によ
る「地中動物による草地土壌保全調査」がある
3)。これらはいずれも釧路地区よりの報告である。
日高地区よりの報告としては、Tamura et al . が
日高門別の牧草地で行った土壌動物の生態学的研
究があり、貧毛類を中村が分担している 4)。また
中村は帯広で採集したツリミミズ類の形態に関す
る観察をしている 5)。いずれの報告も限られた地
点よりの材料で行われており、道南東部全域の貧
毛類相と分布についての把握は未だなされていな
い。このたび山岳地帯を除いたほぼ全域を網羅す
る調査を実施し、新たな知見を得たので報告する。

 調査地の概況
　本研究対象とした北海道南東部とは、富良野の
凹地の西縁を通り鵡川の河谷を下る線を境として
その東側を指し、また千島列島から十勝岳にいた
る雁行した火山列の南限（火山フロント）の南側
の地域を指す（図１）。ここには日高山脈・十勝
平野・白糠丘陵・根釧台地がある 6)。
　北海道全域は亜寒帯多雨気候にあるが 7)、当地
方の気候区は、太平洋側西部区と太平洋側東部区
に属する。同東部区の釧路・根室地区は、夏季の
海霧と冷涼な気象が特徴的である。また冬季は、
北海道の脊梁をなす石狩山地と日高山脈を越えた
季節風は湿りを失い小雪をもたらす。積雪は太平
洋側で 30 ～ 50㎝である。積雪の特に少ない釧
路・十勝の寒冷な地域では凍結深度が大きく 80
～ 100㎝に達する 7,8)。

　日高山脈と根室半島部の植生は亜高山帯針葉樹
林である。平野部・丘陵・台地では亜寒帯林とも
冷温帯林とも異なって、館脇により汎針広混混林
帯とされる植物区に位置づけされている地区の一
部をなして針広混交林である 9)。
　日高山脈と白糠丘陵における土壌は、大部分が
褐色森林土である。十勝平野・根釧台地・日高地
区の沿岸部は黒ボク土で覆われており、また日高
山脈東側の裾野と白糠丘陵の南西部では火山放出
物未熟土が、そして十勝川・釧路川・西別川の流
域を中心とした河口域付近では沖積土がそれぞれ
覆っている 10-13)。日高地区の鵡川と沙流川の下
流域は火山放出物未熟土である 10)。

図 1. 北海道南東部の地形と
　　　　　　　　　陸棲貧毛類の調査地点 ( ● )
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 材料と方法
　調査は 2015 年と 2017 年に、１年生の生活
史を有する種と越年生の生活史を有する種の成
体が、共に採集可能な 8月下旬から 10 月中旬
に行った。調査地点数は 58 地点である（図 1）。
各調査地点では貧毛類が棲息していると思われる
様々な土壌環境、すなわち森林・畑地・荒地・草
地・道路側溝、住宅があればその敷地近くでハン
ドソーティングによる採集を行い、現地で 10％
ホルマリンの液浸標本を作成した後に研究室での
観察に供した。出現種と各土壌との関連を探るた
め、岸根の紹介する 2組の母比率の差の正規分
布検定を用いた 14)。種の同定では、石塚 15)、石塚・
皆越 16) と山口 17-19) ならびに中村 5) の分類学的文
献を参照した。

 結果および考察
　今回の調査で採集された陸棲貧毛類は 2科 6
属 17 種である。フトミミズ類の出現が多く全
体の 58.8％を占め（10 種）、ツリミミズ類は
41.2％（7 種）で、種名を明らかにできたのは
15種である。
Megascolecidae フトミミズ科
　Genus  Amynthas  Kinberg, 1867 (s. lat)
　　　　A. acincta  (Goto & Hatai, 1899)　
　　　　A. agrestis   (Goto & Hatai, 1899)　
　　　　A. divergens  (Michaelsen, 1892)　
　　　　A. hilgendorfi  (Michaelsen, 1892)　
　　　　A. irregularis   (Goto & Hatai, 1899)　
　　　　A. phaselus (Hatai,1930)　
　　　　A. vittatus (Goto & Hatai, 1898)　
　　　　A. yunoshimensis  (Hatai, 1930)
　　　　A. sp.1
　　　　A. sp.2
Lumbricidae ツリミミズ科
　Genus  Aporrectodea
　　　　Ap. rosea (Savingny,1826)　
　　　　Ap. trapezoides (Duges, 1828)　
　Genus  Bimastos
　　　　B. parvus  (Eisen,1874)
　Genus  Dendrobeana
　　　　D. octaedra (Savingny,1826 )　
　Genus  Dendrodrilus
　　　　Den. rubidus tenuis Beddard, 1891
　Genus  Eisenia

　　　　E. foetida  (Savingny, 1826)　
　　　　E. japonica  (Michaelsen, 1891)　
　北海道南東部には 17種の貧毛類が棲息してい
たが、この結果を北海道南西部（20 種）20)、東
北地方の６県（青森 16種、秋田 16種、岩手 19
種、山形 17 種、宮城 22 種、福島 26 種）21-26)、
北関東地方の 3県（茨木 20 種、栃木 26 種、群
馬 17種）の調査結果と比較すると 27-29)、道南東
部での種の多様性は東北地方南部と関東地方北部
よりは低く、東北地方北部の青森・秋田・山形
の 3県の結果と同程度であった。当地方で種の
多様性が北海道南西部と東北地方南部より低い
のは、フトミミズ類の出現種数が少ないことに
よる。先に著者が道南西部で記録したAmynthas 
aokii・A. communissima・A. megascolidioides・A. 
micronarius・A. schmardae は、この度の道南東
部の調査で採集されていない 20)。
　出現頻度の最も高かったのはフトミミズ類の
Amynthas hilgendorfi である。その出現率「( 出
現地点数 / 全調査地点数 ) × 100」は 86.2％
で、道南西部の結果（86.1％）と同程度であっ
た。次いで多く出現したのはA. vittatus である

図 2.  北海道南東部における主な陸棲貧毛類の分布
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（58.6％）。A. irregularis の出現率（51.7％）も
高かった（図２）。出現率の高いA. hilgendorfi ・A. 
vittatas ・A. irregularis  の 3 種は、いずれもわが
国で広域分布する種として知られている 15,16)。
　次に、各種の出現地点を地形図に記録し、これ
によって明かになった分布の特徴を地形学と土壌
学の知見を参考に考察した。
　A. hilgendorfi は、未調査の日高山脈の高標高
の山岳域を除いた山地、十勝平野、白糠丘陵、根
釧台地に広く分布していた。褐色森林土での出
現率は高く（94.1％）、また黒ボク土（77.8％）、
火山放出物未熟土（100％）、沖積土（90.9％）
での出現率も高かった。全調査地点における出現
率（86.2％）は、他種と比べ 27％以上も上回っ
ていて、各土壌に対する本種の順応性は高いこ
とが示唆された（表１）。出現率は、火山放出物
未熟土と黒ボク土との比較で有為差が認められ
（0.222 ＞ Z0.05 ＝ 0.157）、両土壌間での出現率
は同じとした仮説は棄却された。即ち、黒ボク土
での本種の出現率は、火山放出物未熟土でのそれ
よりも低いと判定された。しかし、他の土壌との
比較検定では有為差は認められず、全体として各
土壌での出現率に大きな違いはないようで、土壌
の違いが本種の分布を妨げる要因になってはいな
いと結論さられた。このことは本種が当域で広域
分布している理由になっていると考えられる。
　A. vittatus は、十勝平野の西側と根釧台地の南
側で出現しない複数の地点があったが、全体とし
ては広く分布していた。褐色森林土での出現率は
58.8％で高く、黒ボク土（55.6％）、火山放出物
未熟土（100％）、沖積土（54.5％）でも高かった。
各土壌における出現率を比較した結果、火山放出
物未熟土と褐色森林土（0.412 ＞ Z0.05 ＝ 0.234）、
火山放出物未熟土と黒ボク土（0.444 ＞ Z0.05 ＝
0.187）、火山放出物未熟土と沖積土（0.455 ＞
Z0.05 ＝ 0.294）とにそれぞれ有為差が認められ、
各土壌での出現率は同じとした仮説は棄却され
た。即ち、本種は火山放出物未熟土での出現率は
他の土壌よりも高いと判定されて、本種の分布で
阻止的要因にはなっていないことが分かった。さ
らに他の土壌間でも有意差はなかった。したがっ
て、本種の出現が記録されなかった地点での原因
は、各土壌の特性にあるのではないと考えられた。
しかし、その原因は不明である。
　A. irregularis  は、十勝平野の南西部と根釧台

地の中央部で出現しない複数の地点が見つかって
いるものの広く分布していた。褐色森林土での出
現率は 58.8％で高く、黒ボク土（51.9％）、火山
放出物未熟土（100％）、沖積土（45.5.％）でも
同じく高かった。各土壌における出現率は、同じ
であると仮説を立て検定した結果、全土壌の組み
合わせにおいて仮説は採択された。出現のなかっ
た地点は、各土壌の特性による不在ではなく他の
要因によると考えられるが、A. vittatus と同様に、
その特定はできなかった。
　A. agrestis  の全調査地点に対する出現率は
39.7％であった。十勝平野南西部と根釧台地の中
央部で出現しない複数の地点が見つかった。褐色
森林土での出現率は 47.1％でやや低く、黒ボク
土（33.3％）、火山放出物未熟土（33.3％）、沖
積土（45.5％）でも出現率はやや低かった。出
現率は前土壌の組み合わせで有意差が認められな
かった。即ち、どの土壌でも本種の出現率は同じ
と判定された。したがって、出現の有無は各土壌
の特性に因るものではなく、他に要因があると考
えられるが、特定に至っていない。
　E. japonica の全調査地点に対する出現率は
32.8％であった。十勝平野の太平洋沿岸部と根釧
台地の中央部に出現しない複数の地点が見つかっ
た。褐色森林土での出現率は 23.5％で、黒ボク
土（40.7％）、火山放出物未熟土（0％）、沖積土
（36.4％）と違いがあった。比較検定した結果、
本種の火山放出物未熟土における出現率は、褐色
森林土・黒ボク土・沖積土との比較でそれぞれ有
意差が認められた（0.235＞Ｚ0.05＝0.206,  0.407
＞Ｚ0.05＝0.185,  0.364＞Ｚ0.05＝0.284）。即ち、
本種は火山放出物未熟土での出現は低いと判定さ
れた。しかし他の土壌間における出現率には差が
なかった。浅層種である本種は、植物性有機物の
乏しい火山放出物未熟土での棲息は難しいことが
示唆されていると考えられた。
　D. octaedra の全調査地点に対する出現率は
24.2％であった。日高山脈西方の日高地区と、
十勝平野の南西部ならびに根釧台地北部で出現し
ない複数の地点が観察された。褐色森林土での出
現率は 11.8％と低く、黒ボク土（29.1％）、火山
放出物未熟土（33.3％）、沖積土（27.3％）でも
やや低かった。全土壌の組み合わせにおける比較
で、出現率に有意差は認められなかった。即ち、
どの土壌でも本種の出現率は同じであると判定さ
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れた。
　A. phaselus の全調査地点に対する出現率は
19.0％であった。十勝平野南西部の太平洋沿岸
域、根釧台地の北部で出現しない複数の地点が
観察された。褐色森林土での出現率は 23.5％で
低く、黒ボク土（22.2％）、火山放出物未熟土
（0％）、沖積土（9.1％）でも低かった。火山放
出物未熟土における出現率は、褐色森林土ならび
に黒ボク土との比較でそれぞれ有意差が認められ
た（0.235 ＞Ｚ 0.05 ＝ 0.206，0.222 ＞Ｚ 0.05 ＝
0.157）。即ち、火山放出物未熟土での本種の出
現率は低いと判定された。他の土壌間で出現率に
差はなかった。浅層種の本種は植物性有機物の乏
しい火山放出物未熟土での棲息は難しいことが示
唆されていると考えられる。
　A. divergens の全調査地点に対する出現率は
19.0％であった。日高山脈の南端部および東部
根釧台地の北部で広く出現していない地点が観
察された。各土壌での出現率は、褐色森林土で
11.8％、黒ボク土で 18.5％、火山放出物未熟土
では 66.7％、沖積土で 18.2％と違いがあった。
火山放出物未熟土での出現率は高いように思われ
たが、検定では全ての土壌の組み合わせで出現率
は同じであるとの仮説が採択された。火山放出物
未熟土での出現率の見かけ上の高さは、同土壌で
の調査地点数が少ないことによる影響と考える。

　A. yunoshimensis の全調査地点に対する出現
率は 17.2％であった。日高山脈西方の日高地方
と白糠丘陵の西部ならびに根釧台地の北部に出
現しない複数の地点が観察された。各土壌での
出現率は、褐色森林土で 11.8％と低く、黒ボク
土（18.5％）、火山放出物未熟土（0％）、沖積土
（27.3％）でも低い。火山放出物未熟土における
出現率は、黒ボク土および沖積土との比較検定で
有意差がそれぞれ認められた（0.185 ＞Ｚ 0.05 ＝
0.147，0.273 ＞Ｚ 0.05 ＝ 0.263）。即ち、本種は
火山放出物未熟土での出現は低いと判定された。
他の土壌間で差はなかった。この結果は、表層種
である本種では植物性有機物の乏しい火山噴出物
未熟土おける棲息は難しいことを示唆していると
考えられる。
　E. rosea の全調査地点に対する出現率は17.2％
であった。日高山脈西方の日高地方太平洋沿岸部
と日高山脈の南端域、白糠丘陵の西部と根釧台地
の北部、中央部、南部には出現していない。褐
色森林土での出現率は 29.4％で、黒ボク土では
11.1％、火山放出物未熟土で 33.3％、沖積土で
9.1％と違いがあった。火山放出物未熟土あるい
は沖積土での出現率には差があるように思われた
が、全土壌の組み合わせによる比較で、出現率は
同じとする仮説が採択された。
　A. acincta の全調査地点に対する出現率は

Amynthas hilgendorfi
Amynthas vittatus
Amynthas irregularis
Amynthas agrestis
Eisenia japonica
Dendrobaena octaedra
Amynthas phaselus
Amynthas divergens
Amynthas yunoshimensis
Aporrectodea rosea
Amynthas acincta
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13.8％であった。日高山脈西方の日高地方太平洋
沿岸部と日高山脈の南端域、十勝平野の西方と南
部、根釧台地の中央部と太平洋沿岸部で出現しな
い複数の地点が観察された。各土壌での出現率は、
褐色森林土で 5.9％と低く、黒ボク土（14.8％）、
火山放出物未熟土（0％）、沖積土（27.3％）で
も低かった。火山放出物未熟土における出現率は、
黒ボク土ならびに沖積土との比較検定で有意差が
それぞれ認められた（0.148 ＞Ｚ 0.05 ＝ 0.134，
0.273 ＞Ｚ 0.05 ＝ 0.263）。即ち、本種は火山放
出物未熟土での出現率は低いと判定された。他の
土壌間での出現率とには差がなかった。この結果
は、浅層種である本種は、植物性有機物の乏しい
火山噴出物未熟土での棲息は難しいことが示唆さ
れていると考えられる。
　以上、北海道南東部で出現率が 10％以上の種
の分布について、棲息の場となっている地形的
特徴ならびに土壌特性との関連を分析して、フ
トミミズ科のAmynthas vittatas・A. irregularis・
A. agrestis・A. yunoshimensis・A. phaselus・A. 
acincta の出現は、日高山脈東側の山地周辺と根
釧台地で比較的稀であることが判明した。その原
因は、以下のような厳しい環境条件にあると推察
される。
　日高山脈東側のやや標高の低い山地周辺は、火
山放出物未熟土と黒ボク土で覆われており、また
根釧台地の根室地区は黒ボク土であるが 10,11)、こ
れらの地域の冬季における月平均気温は－ 8℃～
－ 10℃で低く、積雪深は 30～ 50㎝で小雪であ
る 8)。このため土壌の凍結深度は 80㎝～ 100㎝
に達する寒冷な地となっている7)。寒さの原因は、
極めて寒冷なシベリア寒気団による。北海道中央
の脊梁をなす石狩山地と日高山脈の東側内陸部で
は、北西季節風が山岳地帯を超え吹き降ろすため
に乾燥し、雲量は少なく晴天の日が多くなり、放
射冷却が著しい 7)。また夏季の気温は、道東地方
の太平洋岸では、南下する寒流（親潮）の影響で
低く、またこれと関連した海霧の発生による日照
時間の低下も影響している 7)。特に釧路・根室地
方の日照時間は 750 時間に満たなく、北海道の
中・西部では 950 時間以上なので 200 時間以上
の開きのあることが知られている 7,8)。このよう
な年間を通した気温の低さが、前述種の分布にお
ける制限要因になっているように考えられた。
　フトミミズ科（Megascorecine）の発祥の地は、

オーストラリアのクインランズ地方と想定され
ている。最も若々しい属のPheretima 属（現在
は細分化されてAmynthas 属が日本で優占してい
る）は、その系統上の主軸をなすPulutellus 属か
ら由来し、ボルネオ・フィリピンなどの南の島嶼
が新属の故郷と考えられているのであるが 30-32)、
前述したような極めて冷涼で、しかも土壌凍結の
深い過酷な環境条件下にある日高山脈東側に分布
する火山放出物未熟土と黒ボク土では、表層が薄
く陸棲貧毛類の餌となる植物性有機物の堆積は乏
しいことと、先に説明したような進化史上の位置
を有するAmynthas 属の種にとって、その多くの
種では未だ冷涼な地区での順応性は低いため、そ
れらの土壌へ進出するのは難しい状況にあると推
測される。
　他方、根室地区は黒ボク土からなり、林床植生
はササ類が主体となっている。小雪である山地・
丘陵・平地には、凍結深度が深いのでクマイザ
サ（Sasa senanensis）に代わってミヤコザサ（S. 
nipponica）が広く分布している 7)。地上に冬芽
をつけず地下部で枝分かれするササであるが、観
察で、地下部での分枝の発達は顕著である特徴
を有している。広葉樹林や草地に棲息している
Amynthas 属の種が、植生の著しく異なる根釧台
地へ進出するのは困難と考えられた。
　調査地全域での出現率が 50％以上で、しか
も広域分布をしていたのはA. hilgendorfi・A. 
vitattus・A. irregularis  の 3 種であるが、これら
は褐色森林土・黒ボク土・火山噴出物未熟土・沖
積土のいずれの土壌においても出現率は高いこと
が判明し、各土壌への順応性の高いことで広域分
布をしていると考えられた。いずれの種も表層種
で、寿命は短い１年生種であり、越冬は卵包の状
態でなされる共通性があった。他種では褐色森林
土と黒ボク土、あるいは沖積土での出現率がやや
高い例も観察されたが、火山放出物未熟土での出
現率は概して低く、全体として出現率は低い状態
にあった。
　ツリミミズ科では、Eisenia japonica が火山
放出物未熟土で出現しないこと、Dendrobeana 
octaedra は褐色森林土での出現は稀であり
（11.8％）、黒ボク土（27.5％）と沖積土（33.3％）
での出現率はやや高かった。またAporrectodea 
rosea はいずれの土壌にも出現したが、その出現
率は火山放出物未熟土以外の土壌でさほど高くは
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なかった（9.1 ～ 29.4％）。
　北海道南東部に分布する陸棲貧毛類の特徴は、
北海道南西部と似ていて、フトミミズ科のA. 
hilgendorfi の出現率が非常に高いこと、またツ
リミミズ科の出現種数は東北地方、北関東地方と
比べて多いこと 20-29)、ジュズイミミズ科の種が全
く出現しない点にある。なお、道南東部のツリミ
ミズ類の出現率は道南西部のそれよりも高く、ま
たフトミミズ類の出現種数は、道南西部よりもさ
らに減少していることが注目される。

 まとめ
　北海道南東部をほぼ網羅する 58地点で調査を
行い、陸棲貧毛類の種類相と分布を観察して、以
下のような結果と結論を得た。
1.  北海道南東部には 2科 6 属 17 種の陸棲貧毛
類が棲息していることを明かにした。フトミミ
ズ科の種が全体の 58.8％（11 種）を占め、ツ
リミミズ科の種は 41.2.％（7 種）で、東北地
方以南で記録されているジュズイミミズ科の種
は発見されなかった。
2.  出現率にもとづく代表的な種はA. hilgendorfi 
・A. vittatus・ A. irregularis  の 3 種で、いずれ
もわが国で広域分布する種であった。
3.  褐色森林土・黒ボク土・火山放出物未熟
土・沖積土のいずれの土壌においても、A. 
hilgendorfi・A. vittatus ・A. irregularis  の出現率
は高く、また各土壌における出現率に差はほと
んどなかった。各土壌はこれら 3種の分散を阻
止する要因にはなっていないと判定される。各
土壌に対する順応性の高さが、これらの種を広
域分布なさしめる理由であると推察した。
4.  当地方における出現種数は、既知の東北地方
の６県ならびに北関東地方の 3県の調査結果と
比較して、東北地方北部の県と同程度であった。
道南東部における出現種数の少なさは、フトミ
ミズ類が少ないことに原因があった。
5.  冬季の低温と小雪にともない土壌の凍結深度
が深いこと、また夏季における海霧発生と日照
時間の少なさによる低温という、当地方の厳し
い環境条件により、フトミミズ類の出現種数は
少ないと推察された。
6.  北日本でフトミミズ類の出現種数は減少傾向
にあるが、大洋州を発祥の地とし、進化・分散
して幾つかの新属を形成してきたフトミミズ科

にあって、その進化の先端にあるAmynthas 属
は、厳しい環境へ順応のできる限られた種以外
に、北海道南東部で棲息することは難しくなっ
ていると推定した。
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